
第二次あきる野市総合計画基本計画表紙
及びフォーマット作成コンセプトシート

あきる野市がテーマとしている「人と緑の創造都市」をイメージした、自然と人の写真や地図、イラストなどを使って、それぞれ
特徴のあるデザインに落とし込みました。

1.は人のイラストをメインに自然や街、地図を一体化して表現し、親しみやすいデザインを目指しました。2.は自然のイラストを
あきる野市の地図の形で切り抜きシンプルなデザインを意識しました。3.はあきる野市の観光名所や名物の写真を配置して、
ビジュアル的にインパクトのあるデザインを心掛けました。4.は人と街、自然のアイコンをでシンプルでスタイリッシュなデザイン
にまとめてみました。

A案はあきる野市の緑をベースに、帯にも街のイラストと自然の写真を入れ、あきる野市のイメージがより伝わるように工夫しま
した。本文は大きめのゴシック体を使い、分かりやすいデザインにしました。
B案は青をベースに背景にもうすく色を入れて、少し専門的なイメージの重厚感のあるものを意識しました。こちらは本文をゴ
シック体と明朝体のもの2種類作ってみました。
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第４章 まちづくりの背景

本市は、都心から40km～50㎞圏に位置し、秋川と平井川の二つの川を軸として、比較的緩やかな秋
川丘陵・草花丘陵に囲まれる平坦部と、奥多摩の山々に連なる山間部から形成されています。
東は福生市及び羽村市、西は檜原村及び奥多摩町、南は八王子市、北は日の出町及び青梅市に接して

います。平坦部は秋留台地と呼ばれ、南の秋川、北の平井川に沿って、市街地と農地が広がり、本市特有
の田園風景がみられます。
市域の総面積は73.47㎢に及び、市域の約３分の２を山林・原野が占めています。また、山林、河川、里

山、農地などの多様な自然環境の下で、希少種を含む様々な生きものが暮らし、豊かな生物多様性が維
持されています。森林の構成に目を向けると、高度経済成長期における林業振興を背景に、人工林が多
くなっています。

（１）地勢・自然環境

本市では、縄文時代から古墳時代にかけての考古学研究史に残る多くの遺跡が発掘されています。そ
の中でも、前田耕地遺跡では、日本最古の縄文時代草創期の住居跡がはじめて発見され、出土遺物は国
の重要文化財に指定されています。
平安時代には、「日本三代実録」と「延喜式」に記載されている、阿伎留神社が作られました。また、大悲

願寺もこの時代の末期に作られたと考えられています。さらにこの時代、武蔵国は、代表的な馬の産地
で、四つの勅使牧が「延喜式」に記されています。その一つ小川牧が秋川・平井川流域に設けられ、御馬を
繁殖育成し、献上していました。
鎌倉時代には、この地域は秋留郷と呼ばれ、武蔵七党のうち西党に属する小川氏、二宮氏、小宮氏、平

山氏などが鎌倉幕府の御家人として活躍していました。また、室町時代になると、武蔵総社六所宮随一の
大社である二宮神社は、小川大明神と呼ばれていました。
中世の「市」は、開設時期が定かではありませんが、伊奈の「市」は古く、後から始まった「五日市」の市

も、遅くとも戦国時代の末期までには開かれており、山と里の産物の交易から次第に発展していきまし
た。

（２）歴史・沿革

①総人口・世帯数
直近の国勢調査が行われた令和２年（2020年）において、本市の総人口は79,366人、世帯数は
31,791世帯、一世帯当たり人員は2.50人でした。平成７年以降、一貫して増加傾向にあった総人口
は減少に転じました。

（３）人口・世帯数の推移

第1節 あきる野市の概要

本市の現況や、本市を取り巻く時代の潮流を整理し、今後のまちづくりにおいて考慮
するべき事項をまとめました。

江戸時代になると木材は、秋川・多摩川を筏で流し江戸に送っていました。江戸時代末期には炭の取引
高が20万俵、筏は3,000枚を数えました。このほか、水田可耕地の少ない関東山地際のこの地域は、養
蚕が盛んで、生糸として出荷するほか、付加価値をつけるため、絹糸を泥染めした織物、黒八丈が作られ
ました。黒八丈は、柔らかく深い艶のあることから帯や着物の衿などに珍重され、別名「五日市」と呼ばれ
ました。江戸時代の集落は、秋川・平井川の段丘面や草花丘陵の縁辺部などに点在し、現在もその多くが
市域の字名として残る32か村となって明治時代に至っています。
明治時代初期には、自由民権運動が盛んになり、学習活動や講演会が開かれ、民主的な内容をもつ私
擬憲法草案「五日市憲法草案」もこの地で起草されました。
昭和時代には、昭和30年（1955年）の町村合併促進法に基づき、東秋留村・西秋留村・多西村が合併

し秋多町に、増戸村・五日市町・戸倉村・小宮村が合併し新しい五日市町になりました。昭和47年、秋多町
は市制施行して秋川市となり、平成７年には秋川市と五日市町が合併し、あきる野市が誕生しました。
平成17年（2005年）に首都圏中央連絡自動車道（圏央道）あきる野インターチェンジが完成し、平成 
19年（2007年）に関越自動車道と中央自動車道が、平成26年（2014年）に東名高速道路が、さらに平
成27年（2015年）に東北自動車道が結ばれたことで、市内の道路整備の効果と合わせ、交通の利便性
も大きく高まりました。

資料：総務省「国勢調査」（令和２年は速報値）

グラフ１　総人口・世帯の推移
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本市は、都心から40km～50㎞圏に位置し、秋川と平井川の二つの川を軸として、比較的緩やかな秋
川丘陵・草花丘陵に囲まれる平坦部と、奥多摩の山々に連なる山間部から形成されています。
東は福生市及び羽村市、西は檜原村及び奥多摩町、南は八王子市、北は日の出町及び青梅市に接して
います。平坦部は秋留台地と呼ばれ、南の秋川、北の平井川に沿って、市街地と農地が広がり、本市特有
の田園風景がみられます。
市域の総面積は73.47㎢に及び、市域の約３分の２を山林・原野が占めています。また、山林、河川、里
山、農地などの多様な自然環境の下で、希少種を含む様々な生きものが暮らし、豊かな生物多様性が維
持されています。森林の構成に目を向けると、高度経済成長期における林業振興を背景に、人工林が多
くなっています。

（１）地勢・自然環境

本市では、縄文時代から古墳時代にかけての考古学研究史に残る多くの遺跡が発掘されています。そ
の中でも、前田耕地遺跡では、日本最古の縄文時代草創期の住居跡がはじめて発見され、出土遺物は国
の重要文化財に指定されています。
平安時代には、「日本三代実録」と「延喜式」に記載されている、阿伎留神社が作られました。また、大悲
願寺もこの時代の末期に作られたと考えられています。さらにこの時代、武蔵国は、代表的な馬の産地
で、四つの勅使牧が「延喜式」に記されています。その一つ小川牧が秋川・平井川流域に設けられ、御馬を
繁殖育成し、献上していました。
鎌倉時代には、この地域は秋留郷と呼ばれ、武蔵七党のうち西党に属する小川氏、二宮氏、小宮氏、平
山氏などが鎌倉幕府の御家人として活躍していました。また、室町時代になると、武蔵総社六所宮随一の
大社である二宮神社は、小川大明神と呼ばれていました。
中世の「市」は、開設時期が定かではありませんが、伊奈の「市」は古く、後から始まった「五日市」の市

も、遅くとも戦国時代の末期までには開かれており、山と里の産物の交易から次第に発展していきまし
た。

（２）歴史・沿革

①総人口・世帯数
直近の国勢調査が行われた令和２年（2020年）において、本市の総人口は79,366人、世帯数は
31,791世帯、一世帯当たり人員は2.50人でした。平成７年以降、一貫して増加傾向にあった総人口
は減少に転じました。

（３）人口・世帯数の推移

江戸時代になると木材は、秋川・多摩川を筏で流し江戸に送っていました。江戸時代末期には炭の取引
高が20万俵、筏は3,000枚を数えました。このほか、水田可耕地の少ない関東山地際のこの地域は、養
蚕が盛んで、生糸として出荷するほか、付加価値をつけるため、絹糸を泥染めした織物、黒八丈が作られ
ました。黒八丈は、柔らかく深い艶のあることから帯や着物の衿などに珍重され、別名「五日市」と呼ばれ
ました。江戸時代の集落は、秋川・平井川の段丘面や草花丘陵の縁辺部などに点在し、現在もその多くが
市域の字名として残る32か村となって明治時代に至っています。
明治時代初期には、自由民権運動が盛んになり、学習活動や講演会が開かれ、民主的な内容をもつ私
擬憲法草案「五日市憲法草案」もこの地で起草されました。
昭和時代には、昭和30年（1955年）の町村合併促進法に基づき、東秋留村・西秋留村・多西村が合併

し秋多町に、増戸村・五日市町・戸倉村・小宮村が合併し新しい五日市町になりました。昭和47年、秋多町
は市制施行して秋川市となり、平成７年には秋川市と五日市町が合併し、あきる野市が誕生しました。
平成17年（2005年）に首都圏中央連絡自動車道（圏央道）あきる野インターチェンジが完成し、平成 
19年（2007年）に関越自動車道と中央自動車道が、平成26年（2014年）に東名高速道路が、さらに平
成27年（2015年）に東北自動車道が結ばれたことで、市内の道路整備の効果と合わせ、交通の利便性
も大きく高まりました。

資料：総務省「国勢調査」（令和２年は速報値）
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本市の現況や、本市を取り巻く時代の潮流を整理し、今後のまちづくりにおいて
考慮するべき事項をまとめました。
本市の現況や、本市を取り巻く時代の潮流を整理し、今後のまちづくりにおいて
考慮するべき事項をまとめました。
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